
要約

梁（はり）にも使える青森のスギ

県産スギの需要拡大を図るため、これまであまり使われていなかっ
た住宅の梁に使ってもらうため、横架材の製造方法を開発しました。
見栄えも良く強度的にも安心して使える技術です。

・この成果は、県産スギ平角材の強度試験のデータをもとに作成しています。
・「青森県産スギ材のスパン表」、「スギ横架材製造指針」は、林業研究所ホームページ

から入手できます。
http://www.aomori-itc.or.jp/index.php?id=1193

１．背景・目的
県産スギを、住宅部材で使用割合の最も大きい

梁などの横架材として利用を図ることを目的に、
信頼のおける強度、適正な乾燥、高い寸法安定性
等が付与された、信頼性の高い横架材製造方法の
開発に取り組みました。

２．内容

３．活用等

この技術を活用することにより、これまで横架材
としてほとんど利用されていなかった県産スギが、
梁などの横架材として利用でき、県内住宅等の建築
に積極的に使用されることが期待されます。

図１ 割れのない乾燥材製品
注）心持ち材は、乾燥時に割れやすい

図２ 民間住宅での実証 （登梁として使用）

・県産スギの強度区分により、横架材として必要な
強度性能に応じた利用を進めるための目安となる
「青森県産スギ材のスパン表」を作成しました。

・乾燥方法の改善により、割れの無いスギの乾燥材
を生産するための「スギ横架材製造指針」を作成し
ました。

・県産スギの横架材を民間住宅建築に使用し、実証
しています。

・県産スギの横架材への利用を普及するため、架構
モデルをつくり、講習会を開催しています。
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要約

松くい虫被害からマツ林を守るために

松くい虫被害から青森県のマツ林を守るため、監視や防除手法を解説
した手引書を作成しました。手引書は県内の被害対策に活用され、被害
の拡大を防いでいます。

・被害発生危険度が高い地域では、松くい虫の徹底的な監視を実施しています。
・松くい虫被害木の早期発見、早期駆除を徹底しているため、本県の被害は最小限に抑えら

れています。
・被害対策の手引書は林業研究所のホームページから入手できます。

http://www.aomori-itc.or.jp/index.php?id=1193

１．背景・目的

２．内容

３．活用等

写真 松くい虫被害木
※ 西津軽郡深浦町で発生

(平成25年6月1日撮影)

図２ 松くい虫被害対策防除暦
※ 感染した年は枯れず翌年になって枯れる現象で、寒冷地に多い被害形態です。

※

図１ 松くい虫被害ハザードマップ

松くい虫被害とはマツを枯死
させる病気（マツ材線虫病）で、
本県以南で大きな問題となって
います。病原体は体長約1mmの
線虫で、マツノマダラカミキリ
という昆虫が媒介します。近年、
県内でも確認されており、対策
が急務となっています（写真）。

・松くい虫被害のハザードマッ
プを作成しました（図1）。

・適切な防除のため、防除暦を
作成しました（図2）。

・本県での被害を防ぐため、監
視や防除方法を解説した手引
書を作成しました。

・手引書は、各県民局や森林組
合等に配布し、ホームページ
でも公表しました。
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手引書では、被害の監視から対処方法までを分かりやすく解説しており、県や市町村だ
けでなく、現場で働く森林組合職員等による巡視や被害対策にも幅広く利用されています。
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